
垢

同
好
會
．
報

♂
一

○
勘
当
天
文
蔓
の
藷
動
　
本
誌
に
屡
々
紹
介
し
た

灘
賀
縣
大
津
の
藤
井
天
降
藁
ば
、
今
ま
で
多
く
ば
輩

に
一
般
親
悪
用
に
用
ゐ
ら
汽
て
る
た
が
・
噺
春
に
入

っ
て
、
管
理
者
藤
井
善
助
氏
（
本
會
名
駅
會
員
）
ε

京
大
の
山
本
助
驚
動
こ
の
間
に
了
解
成
り
、
一
月
末

よ
り
、
同
助
教
授
ば
毎
週
一
回
乃
至
二
回
出
張
、
遊

星
親
測
串
試
み
る
筈
。
但
し
其
の
準
備
こ
し
て
、
同

断
交
野
ば
設
備
な
整
頓
改
馨
し
、
二
月
に
ば
助
教
授

は
主
ミ
し
て
同
所
の
緯
度
静
置
度
な
測
定
、
三
月
よ

り
九
月
ま
で
ば
火
星
な
主
こ
し
、
其
の
池
、
木
星
土

星
金
星
等
な
凱
測
す
る
筈
O
邉
っ
て
其
の
観
測
報
告

ば
通
俗
的
に
滋
賀
日
報
紙
上
に
連
載
さ
れ
る
由
。

○
第
・
聞
嗣
周
山
講
蟹
曾
澱
鱈
　
　
へ
水
野
）

一
、
卑
下
申
込
者
　
　
大
正
十
年
十
酬
月
宋
、
岡
山

縣
下
ば
無
論
・
隣
縣
各
市
に
宛
て
講
習
會
の
廣
告
為

獲
邊
し
て
・
會
負
の
募
集
に
努
力
し
た
結
果
・
東
に

大
阪
、
尼
崎
、
西
ば
笹
島
、
奨
遠
く
は
鹿
群
島
か
ら

・
由
蒔
込
者
悼
か
必
の
つ
て
、
　
ム
冨
鄭
剛
七
十
⊥
ハ
．
名
、
　
そ
の
！
丙
、
　
取

泌
旧
一
名
、
鉄
曝
者
十
一
一
名
で
、
参
講
者
山
門
十
ご
一
名
　
（
丙

同
好
會
員
三
十
四
名
）
あ
っ
て
二
期
以
上
の
好
成
績

為
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一一

A
講
習
會
の
二
藍

－
、
第
｝
口
μ
（
十
一
一
日
〃
一
一
十
⊥
ハ
憎
口
）
言
口
剛
九
韻
脚
一
一
十
分
．

水
野
支
部
幹
事
關
會
の
僻
た
述
べ
、
直
ち
に
山
本
講

師
演
壇
に
起
っ
て
開
講
「
宇
宙
の
概
親
」
及
び
「
天
球

ε
諸
運
行
」
に
就
い
て
蓮
べ
ら
れ
・
正
午
か
ら
太
陽

の
黒
馳
々
三
吋
望
遠
鏡
二
憂
据
ゑ
付
け
て
親
零
し
た

の
に
黒
馳
な
観
ろ
の
は
初
め
て
の
入
が
多
く
て
感
興

を
起
さ
し
め
た
こ
ε
の
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
午

後
六
時
か
ら
山
本
講
師
は
星
座
に
就
い
て
掃
地
の
説

明
な
試
み
・
鍵
光
星
・
星
團
、
星
雲
星
に
迄
説
き
及

ん
だ
の
で
會
員
一
般
の
喜
び
工
ヵ
な
ら
ず
、
蒔
に
黄

滋
光
の
偉
観
に
も
接
し
た
の
で
あ
る
。

2
、
第
二
日
（
ご
十
七
臼
）
午
前
九
時
里
謡
、
山
本
講

師
は
前
日
に
引
悪
き
「
天
球
ミ
諸
運
行
」
及
び
「
恒
星

界
」
に
就
い
て
講
演
、
正
午
か
ら
會
員
一
同
記
念
撮

影
為
し
た
。
夜
分
黒
地
観
測
為
な
ず
筈
で
あ
っ
た
け

れ
。
ε
も
、
生
田
欝
藁
岡
天
の
爲
め
取
瀞
止
め
ス
ト
ー
ブ
葎
取

り
畳
ん
で
銘
々
氣
招
…
を
揚
げ
て
居
た
の
が
《
星
に
達

し
、
來
六
月
十
日
ば
「
《
星
の
衝
」
に
相
差
す
ろ
の
で

同
日
午
後
入
時
か
ら
、
第
二
回
岡
山
講
習
官
員
開
音

火
星
專
門
の
講
演
な
由
本
理
學
士
に
御
頼
み
し
て
徹

夜
観
測
・
十
一
目
午
前
入
時
か
ら
同
＋
蒔
滋
で
講
習

會
炬
閉
ぢ
、
午
後
］
時
三
十
分
か
ら
天
王
星
獲
見
者

ウ
井
ウ
ア
ム
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
百
年
祭
記
念
講
演
會
た

催
す
事
に
決
定
し
て
各
々
隔
重
し
た
。

3
、
第
三
日
（
二
十
工
区
）
午
前
ご
証
時
頃
ば
曇
っ
て
居

た
が
午
前
五
時
三
十
分
に
な
っ
て
雲
は
西
風
に
吹
き

彿
は
れ
土
、
木
、
火
の
主
大
游
星
其
の
他
を
親
測
す

る
こ
マ
」
が
革
製
た
上
に
、
黄
溢
光
の
實
に
鮮
明
な
る

も
の
為
、
東
天
に
見
ろ
こ
ε
な
得
た
の
は
幸
輻
で
あ

っ
た
。

午
前
九
時
か
ら
山
本
講
師
に
前
日
に
引
綾
含
「
恒
星

界
」
々
説
者
「
太
陽
系
」
に
遙
及
ん
だ
。
午
後
一
時
三

＋
分
か
ら
茶
話
愈
葎
開
き
會
員
の
懇
談
為
し
た
、
時

に
山
本
講
師
ば
「
天
交
教
育
」
に
就
い
て
有
盆
な
る
ス

ピ
ー
チ
為
試
み
午
後
四
時
談
笑
裡
に
雑
説
。
更
に
午

後
五
時
か
ら
山
本
講
師
の
慰
舞
晩
餐
會
か
催
し
和
一
氣

霧
々
の
裡
に
午
後
占
卜
解
、
散
し
た

4
、
第
四
日
（
二
十
九
目
）
午
前
九
時
開
講
、
．
山
、
本
講

師
ば
「
太
陽
系
」
の
褒
り
と
「
天
文
器
械
」
ご
に
就
い
て

嘉
定
の
講
演
為
終
了
し
た
の
で
暫
時
休
憩
後
、
講
習

謹
書
二
二
式
な
摯
劃
し
、
水
野
支
部
幹
事
諸
報
告
な

な
し
、
出
本
曇
畢
士
は
本
部
幹
事
ε
し
て
六
＋
三
名

に
澄
書
た
一
回
し
、
一
場
の
肴
．
望
及
び
所
感
な
遽
べ

尼
崎
高
等
女
學
校
木
材
孝
造
氏
ぱ
講
習
員
な
代
表
t

て
謝
鍵
…
爆
陳
じ
、
四
葬
問
の
伊
欝
｛
習
會
は
筆
太
轟
野
冊
…
㊧

熱
心
な
る
毛
無
的
講
演
ミ
、
　
　
　
貞
の
野
島
ぎ
椙
…

侯
っ
て
講
習
禽
心
緊
張
、
籾
こ
め
、
實
地
親
測
・
蜜
物

教
示
ば
有
勝
ち
な
ろ
机
上
の
空
論
に
終
ら
し
め
ず
噛

感
興
な
ぞ
㌧
り
、
記
念
撮
影
、
茶
話
會
、
参
考
書
陳

列
會
等
ば
會
員
な
し
て
親
密
な
深
か
ら
し
め
、
十
巌

名
の
同
好
豊
崎
昌
巴
布
・
新
に
加
へ
、
難
曲
田
縣
下
下
μ
昔
阿
ふ
迩

も
な
く
、
尼
碕
市
、
奨
市
、
比
島
市
等
か
ら
態
々
來

禽
乱
れ
九
方
々
に
も
「
天
華
學
の
鍵
」
為
與
へ
た
の
ば

斯
道
善
及
・
登
展
の
爲
め
實
に
喜
ば
し
き
事
で
あ
っ

た
。O
支
部
幹
事
　
新
た
に
左
の
通
り
囑
托

　
三
浦
義
三
氏
　
紳
戸
支
部

　
飯
　
義
出
碍
氏
　
同
志
肚
支
部

」
一
…
…


